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金融経済環境と業績等（2020年9月期）
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［金融経済環境］
2020年度中間期のわが国経済は、世界的な新型コロナウイルスの感染拡大に伴い緊急事態宣言が発出され、輸出や生

産が停滞したほか、休業や外出自粛の中で雇用・所得環境が悪化し、個人消費も大きく落ち込みました。その後、経
済・社会活動の再開に伴い持ち直しの動きがみられたものの、感染再拡大が懸念される中、厳しい状況が続きました。
当地方の経済は、内外の経済活動が停滞するなか、輸出や生産が低水準で推移したほか、雇用・所得環境の悪化や消
費者マインドの低下から個人消費が低調に推移するなど、景気は大きく落ち込みました。

［2020年9月期の業績等の概要（連結）］
　損益につきましては、経常収益は、貸出金利息と有価証券利息配当金の減少による資金運用収益の減少や国債等債券
売却益の減少によるその他業務収益の減少を主因として、前年同期比80億79百万円減少の556億92百万円となりまし
た。一方、経常費用は、国債等債券売却損の減少によるその他業務費用の減少を主因として、前年同期比40億18百万円
減少し、401億80百万円となりました。この結果、経常利益は、前年同期比40億62百万円減益の155億11百万円とな
りました。親会社株主に帰属する中間純利益は、前年同期比28億71百万円減益の106億38百万円となりました。
財政状態につきましては、貸出金は、事業性貸出等と個人ローンがともに増加した結果、前年同期比2,744億円増加
の６兆5,944億円となりました。預金等(譲渡性預金含む)は、個人預金、法人預金、公金・金融預金とも増加した結果、
前年同期比5,865億円増加の８兆3,048億円となりました。有価証券は、前年同期比2,130億円増加の１兆3,319億円と
なりました。

［2020年9月期の業績等の概要（単体）］
　損益につきましては、経常収益は、国債等債券売却益の減少によるその他業務収益の減少を主因として、前年同期比
56億49百万円減少の557億42百万円となりました。一方、経常費用は、国債等債券売却損の減少によるその他業務費
用の減少を主因として、前年同期比38億70百万円減少し、380億50百万円となりました。この結果、経常利益は、前
年同期比17億78百万円減益の176億92百万円、中間純利益は、前年同期比10億47百万円減益の129億58百万円とな
りました。
財政状態につきましては、貸出金は、事業性貸出等と個人ローンがともに増加した結果、前年同期比2,766億円増加
の６兆5,903億円となりました。預金等(譲渡性預金含む)は、個人預金、法人預金、公金・金融預金とも増加した結果、
前年同期比5,893億円増加の８兆3,237億円となりました。有価証券は、前年同期比2,164億円増加の１兆3,457億円と
なりました。
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